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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 24,162 5.0 1,590 △30.0 2,389 △3.1 1,760 7.3

2021年12月期第３四半期 23,016 22.0 2,272 37.0 2,464 46.4 1,641 54.0

（注）包括利益 2022年12月期第３四半期 2,831百万円（7.3％） 2021年12月期第３四半期 2,637百万円（129.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 58.08 －

2021年12月期第３四半期 54.13 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 46,520 31,923 67.9

2021年12月期 41,882 31,593 70.9

（参考）自己資本 2022年12月期第３四半期 31,577百万円 2021年12月期 29,702百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 8.00 － 8.00 16.00

2022年12月期 － 8.00 －

2022年12月期（予想） 8.00 16.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,840 5.8 2,040 △28.9 2,690 △14.3 1,970 △5.4 64.97

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 30,321,283株 2021年12月期 30,321,283株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 192株 2021年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 30,321,168株 2021年12月期３Ｑ 30,321,317株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会

社）が判断したものであります。

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの影響が続く中、経済社会活動の正常化

が進められ、緩やかに持ち直しの動きが見られました。只、エネルギー価格の高騰・高止まりや急激な為替変動に

よる円安など不安定な状況が続いています。一方、世界に目を転じても、2022年２月以降のロシアの侵攻に端を発

したロシア及びウクライナ情勢等による原燃料価格の高騰等に伴う、世界経済への悪影響が懸念されるなど、極め

て先行きが不透明な状況となりました。

当社グループの主要販売先におきましては、製紙業界・印刷インキ業界の需要が、前年からの持ち直しは見られ

たものの、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響もあり、2019年度の水準を下回るなど、依然として厳しい経営

環境となりました。

当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化商品

を市場に投入し、また、製紙用薬品及び化成品事業の拡販に加え、原料価格の上昇に伴う製品価格の値上げにより

売上増加に努めた結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は24,162百万円（前年同期比5.0％増）となりまし

た。

利益面では、原燃料価格の高騰に伴う売上原価の増加により、営業利益は1,590百万円（前年同期比30.0％

減）、経常利益は2,389百万円（前年同期比3.1％減）となりました。一方、親会社株主に帰属する四半期純利益は

当社連結子会社である新綜工業股份有限公司の株式追加取得に伴う非支配株主に帰属する四半期純利益の前年同期

比減少等により、1,760百万円（前年同期比7.3％増）となりました。

セグメント別の経営成績は次の通りであります。

・製紙用薬品事業

製紙業界におきましては、当第３四半期連結累計期間の紙・板紙の国内生産は1,778万トンと前年同期比0.4％

の減少でありました。当社グループは、国内市場、海外市場へ差別化商品の売上増加並びに国内板紙向けの堅調

な販売等、及び原料価格上昇分の販売価格への転嫁に努めた結果、当事業の売上高は、14,664百万円（前年同期

比13.3％増）となりました。

利益面では、売上高の増加はありましたが、原料価格の値上がりの影響が大きく、セグメント利益は715百万

円（前年同期比25.1％減）となりました。

・樹脂事業

印刷インキ業界におきましても、当第３四半期連結累計期間の印刷インキの国内生産は、20万4千トンと前年

同期比1.2％の減少で推移しました。当社グループは、原料価格上昇分の販売価格への転嫁に努め、印刷インキ

用樹脂については、売上高が前年を上回りましたが、粘着剤、記録材料用樹脂については、前年を下回りまし

た。その結果、当事業の売上高は5,164百万円（前年同期比16.1％減）となりました。

利益面では、粘着剤の売上高が減少したことなどにより、セグメント利益は264百万円（前年同期比62.7％

減）となりました。

・化成品事業

化成品事業の売上高は、主力製品の輸出売上の増加、及び原料価格上昇分の販売価格への転嫁に努めた結果、

4,333百万円（前年同期比10.6％増）となりました。

利益面では、売上高の増加はありましたが、原料価格の値上がりの影響もあり、セグメント利益は873百万円

（前年同期比11.4％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における当社グループの財政状態は以下の通りとなりました。

（流動資産）

現金及び預金の増加、棚卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）の増加、及び短期貸付金の減少

などにより流動資産は24,680百万円（前連結会計年度末比1,864百万円増）となりました。

（固定資産）

有形固定資産の増加などにより固定資産は21,840百万円（前連結会計年度末比2,773百万円増）となりまし

た。

（流動負債）

短期借入金の増加などにより流動負債は13,486百万円（前連結会計年度末比4,299百万円増）となりました。

（固定負債）

その他の固定負債の増加などにより固定負債は1,110百万円（前連結会計年度末比8百万円増）となりました。

（純資産）

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上、為替換算調整勘定の増加、及び当社連結子会社である新綜工業股

份有限公司の株式追加取得に伴う非支配株主持分の減少などにより純資産は31,923百万円（前連結会計年度末比

329百万円増）となりました。その結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は67.9％となりま

した。また、有利子負債残高5,626百万円を自己資本で除した倍率（Ｄ／Ｅレシオ）は0.18倍となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想につきましては、2022年8月9日に公表しました業績予想に修正はありません。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

第１四半期連結会計期間において、連結子会社である新綜工業股份有限公司の株式を追加取得したことにより、

資本剰余金が426,567千円減少しております。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が

1,149,697千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

これにより、買戻し契約に該当する有償支給取引については、有償支給先に残存する支給品について棚卸資産

を引き続き認識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について流動負債のその他を認

識しております。有償受給取引については、従来有償支給元への売戻し時に、支給品を含めて売上高と売上原価

を計上しておりましたが、一部の取引を除いて、加工代相当額を純額で収益を認識する方法に変更するととも

に、支給品の期末棚卸高相当額について棚卸資産として認識せず流動資産のその他を認識しております。また、

営業外費用に計上していた売上割引は売上高から控除しております。なお、当社及び国内連結子会社は、輸出販

売においては、従来より主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づき、リスク負担が顧客に移転した時

に収益を認識し、国内販売においても、主に顧客に製品が到着した時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は165,167千円、売上原価は161,711千円、営業利益は3,456千

円それぞれ減少しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また、棚

卸資産、流動資産のその他、及び流動負債のその他への影響は軽微であります。なお、利益剰余金の当期首残高

への影響は軽微であります。前連結会計年度については、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱い

に従って、新たな表示方法により組替を行っておりません。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。

当該会計方針の変更により四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

製紙用
薬品事業

樹脂事業
化成品
事業

合計
調整額

(注)１. ２

四半期連結
損益計算書
計上額(注)３

売上高

(1）外部顧客に対する売

上高
12,937,924 6,158,546 3,919,676 23,016,147 － 23,016,147

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
56,521 648,761 25,042 730,326 △730,326 －

計 12,994,445 6,807,308 3,944,719 23,746,473 △730,326 23,016,147

セグメント利益 956,151 709,479 986,201 2,651,832 △379,545 2,272,287

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2021年１月１日 至 2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．売上高の調整額△730,326千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益の調整額△379,545千円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない研究開発費及び事業企画費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

製紙用
薬品事業

樹脂事業
化成品
事業

合計
調整額

(注)１. ２

四半期連結
損益計算書
計上額(注)３

売上高

(1）外部顧客に対する売

上高
14,664,584 5,164,966 4,333,403 24,162,954 － 24,162,954

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
85,668 645,459 27,445 758,572 △758,572 －

計 14,750,253 5,810,425 4,360,848 24,921,527 △758,572 24,162,954

セグメント利益 715,782 264,516 873,814 1,854,113 △264,060 1,590,052

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2022年１月１日 至 2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．売上高の調整額△758,572千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益の調整額△264,060千円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更してお

ります。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「製紙用薬品事業」の売上高は

3,148千円減少、セグメント利益は3,148千円減少しております。「樹脂事業」の売上高は162,019千円減

少、セグメント利益は308千円減少しております。
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